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施設の美観・安全性など国際福祉機器展賑わう 

 

高齢者と障害者のための福祉機器、バリアフリー内装など約２万点の機器を展示する｢第４３回国際福祉機器展 

HCR2016」は、１０月１２日(水)から１４日(金)まで、東京ビッグサイト東展示ホールで開催された。 

海外からの参加を含め５２７社が出展、３日間で１１２,７５２人が来場した。 

 

今年は経済産業省の「ロボット介護機器開発・導入促進事業」や厚生労働省の「障害者自立支援機器等開発促進事業」 

の対象製品を含め、注目される最新機器を特設会場に集め紹介。 

 

東京室内装飾事業協同組合関係では、サンゲツが「美しさが持続する福祉施設へ」を出展テーマとしてブース展開。 

アンダーレイ施工が不要の４５mｍ厚衝撃吸収性フロア「メディウォーク」、カーペットと硬質床材双方の良さを兼ね備え 

メンテナンス性の高い長尺シート床材「フロテックスシート」キズと汚れに強い多機能壁紙などを紹介。 

 

そのほか、モリタホールディングスが特殊弾性生地の張力で前屈姿勢時の腰の負担を軽減する軽量腰部サポートウェア 

「ラクニエ」を実演展示。また、大学ベンチャーのイノフィスが空気圧を利用して人工筋肉を動作させ荷物の上げ下ろしや 

前傾姿勢での作業時の腰の負担を軽減する腰補助用「マッスルスーツ」を紹介した。 

 

その他の出展内容は、手すり・フローリング材などの内装関連、電動車イスなど移動機器、介護ロボット、福祉用特殊車

両、入浴用品、介護用衣類、リハビリ用機器、トイレ用品、障害者用装具、介護用ベッド等々。 

 

◇ 

 

この福祉機器展は、国の社会福祉施設の緊急整備計画により急増する老人福祉施設などで働く職員の腰痛などの職業 

病が問題化していたことから、福祉施設の近代化を図るため、車イス・ベッド・浴槽などの福祉機器の導入による職員の 

負担軽減や入所者の処遇向上などが急務となっていた昭和４９年に第１回が開催された。 

全国社会福祉協議会、保健福祉広報協会の主催で毎年開催されている。 
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